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緒 言

Sabin-Feldman-dye test (以下 SFT と略す） (Sabin 
& Feldman, 1948) は， Toxoplasmaの虫体を免疫原と

した免疫血清中の抗体と，人新鮮正常血清中の accessory
factor との協同作用によつて同虫体の原形質がアルカリ
性メチレン青 (pH11) に染まらなくなる現象を利用し

た一種の抗原抗体反応である． 同現象は Toxoplasma
に独得なものとみなされているが，同様な現象が他の原
虫寄生にも見られるか否かは興味ある点であるすなわ

ち，ある種の原虫と，それが寄生している宿主の血清と
の間に同じ反応が起り得るか否かは，本反応の本態を追

求する上にも一つの資料を提供することになるし，また

臨床面においても診断に応用される可能性が考えられ
る。

本研究は上記の目的で， Trypanosoma evansi及び

Trypanosoma lewisi感染について検討したもので， 若

干の見るべき成績を得たのでここに報告する

実験

(A) Trypanosoma 感染に SFT方式を用いた色素

試験

実験 (1)抗 T.evansi血清と同虫体とによる色素

試験

〔実験材料〕 実験の材料は Toxoplasmaの SFTに

準じて用意したほかに，加熱非働化した人新鮮正常血清

を対照に加えた．すなわち次のごとくである．

T. evansi虫体：本実験に用いた T.evansiは，群

馬大学より分与された株で，マウスの腹腔内に接種して
継代したこの虫体をリンガー液に約 3X107加lの割合
に浮蒋させて， その 0.1mlを15g前後の健康なマウス

の腹腔内に接種感染させる．その後 2日目に心臓穿刺に
よつて採血して得た虫体を使用した．

マウス抗 T.evansi血清（非働f生）（第 1-10号抗血
清） ：T. evansz'虫体をリンガー液に約 10りmlの割合に

浮餅させて，その 0.1mlを15g前後の健康マウスの腹

腔内に接種する．その後 3日目に尾端採血して同虫体の

感染を確認した上で， 治療のため人正常血清0.4mlを
感染マウスの腹腔内に注入する（この治療方法は Lave-
ran 1902が発見した）． 人血清注入後5日目に心臓穿刺

により採血して，血清を分離するこの方法でマウス10
匹から10抗血清を作り，実験に際してそれぞれ 56°C30 
分間加熱により非働化して用いた．

マウス健血清（非働性）（対照用）： Trypanosomaに
感染していない 15g前後のマウス 10匹を用意し， それ

ぞれ心臓穿刺により採血して；血清を分離する実験に
際してそれぞれ 56℃ 30分間加熱により非働化して用＼ハ

上記のマウス抗 T.evansi血清の対照とした

ラッテ抗 T.evansi血清（非働性）（第11-13号抗血

清）：上記のマウス抗 T.evansi血清の場合と同じ要領
で， T.evansi虫体をリンガー液に約 3Xl0りmlの割合
に浮荷したもの 1mlを100,...,150gの健康ラッテに接種

し，次いで治療の目的で人血清を 3ml接種し， その後
採血して，血清を分離するこの方法でラッテ 3匹から
3抗血清を作り，実験に際してそれぞれ 56℃ 30分間加

熱により非働化して用いた．

ラッテ健血清（非働性）（対照用）： 100,...,150gの健康

ラッテ 3匹からそれぞれ心臓穿剌により採血して，血清
を分離する．実験に際してそれぞれ 56℃ 30分間加熱に
より非働化して用い， 上記のラッテ抗 T.evansi血清

の対照とした．

人新鮮正常血清（働性） (accessory factor) : 抗体の

ない人新鮮血清を生のまま使用した．

人加熱新鮮正常血清（非働性）（対照用）：実験に際し
て上記人新鮮正常血清の一部分を別の器に入れて 56°C
30分間加熱により非働化し，上記人新鮮正常血清の対照

とした．

アルカリ性メチレン青溶液 (pH11) : Toxoplasma 

(36) 
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のSFT原法の処方 (Sabin& Feldman, 1948 ; Sabin et 

al. 1952)に従つて調製した．

〔実験方法〕 Toxoplasmaの SFT原法(Sabinet al. 

1952)の手技を準用したすなわち次のごとくである

被検抗血清の稀釈： ，被検抗血清は，先に述べたように

T. evansz'の感染を経過したマウスより得て，非働性と

したものである 10匹の感染マウスから得た血清につい

て実験を行なった．各血清に 7本の小試験管を用意し， ‘

。.9%食塩水で，第 1表に見られるように， 4倍階段稀

釈で1: 4から 1: 16,384までの稀釈を行なった 各

小試験管に入れられる稀釈血清の量は 0.1mlあてとす

る．これらの試験管には更に次に述べるごとき，人血清

にTrypanosoma虫体を浮猜したもの 0.1mlあてを加

えた．各被検血清につき，更に 3本あての小試験管を用

意し，その 1本には上記と同じ被検抗血清の 1: 4稀釈

を入れ，これには人非働性血清に虫体を浮滸したものを

加え，この試験に用いた虫体浮粧血清（働性）の対照とし

た他の 1本の小試験管には Trypanosomaに感染して

いないマウスの血清の 1: 4に稀釈したものを入れ，残

りの 1本の試験管には稀釈に用いた 0.9%食塩水だけを

入れ，これらにはこの試験に用いたと同じ虫体浮荷血清

第 1表

を加えてそれぞれの対照とした（第 1表）

虫体浮帝血清の作製：前述の， T evans£ 虫体を採取

するために用意したマウスから心臓穿剌によつて得た血

液を， リンガー液に混じて，先ず硝子棒により脱線維す

る次いで血球を可及的に分離除去するために500-700

rpm 10分間不充分遠心沈澱（長谷川， 1930; Taliaferro, 

1932) を行なつて血球を沈澱させ，虫体が多数に浮滞す

る上清白濁液を分離採取する．これを 1,000-1, 500rpm 

5-10分間遠心沈澱して虫体を沈め， 上清を捨てた後，

これにリンガー液を添加して更に 1,000-1, 500rpm5-

10分間遠心沈澱を行なつて虫体を洗涌することを 2回反
復した（虫体の活力が弱い場合は 1回に省略した）． 最

後に，上清を捨てて，ごく少量のリンガー液を加えて虫

体の濃厚浮茄液を作る．この虫体浮猜リンガー液 1容に

対して人新鮮正常血清 4容の割合に混和する．次いでこ

の虫体の運動を鏡検により観察して，その減弱ないし停

止をみとめた場合には活発な運動の回復を待つてから実

験を進めた．対照に用いる非働性の人正常血清での虫体

浮茄液も同様にして作つた．

恒温処理：被検抗血清を稀釈して虫体浮滸血清を加え

た上述の試験管列並びに対照試験管列を，よく振つて混

T. evansi感染に SFT方式を用いた色素試験 13例のメチレソ青不染虫体数の百分率（実験 1)
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和してから，直ちに恒温槽に入れ， 37℃ で1時間保つ

た後と り出す

虫体の染色：恒温槽か らとり出した小試験管列の各管
には直ちに前記のアルカリ性メチレン青溶液 (pH11) 
0.03mlあてを分注して，よ く混和する

結果の判定：上記混合液の 1滴ずつを，載せガラ スに
とつて，かぶせガラ スをかけ， 400倍で鏡検するこれ

で任意の虫体50個を数え．この50虫体についてメチレン

青に染まらない虫体の百分率を算出した．

次に， ラッテ抗 T.evansi血清について上記試験と

同様の手技により実験を行なった．

〔実験結果〕 マウス抗 T.evansi血清と同虫体とに

よる色素試験10例， 及びラッテ抗 T.evansi血清と同

虫体とによる色素試験 3例の結果は全例に SFT現象が
認められたすなわち第 1図に示したように， メチレン

青に染まらない虫体と染まつた虫体とが観察され，前者

第 1図 Trypanosoma色素試験における T.evansi 
のメチレ y青染色虫体像（染虫体と不染虫体）

は核だけが青染して原形質が全く青染せず，多くは円形

ないし長円形に変形し，後者は核と原形質が共によく青

染し， 目立つた変形は見られず，両者には明らかな差異

が認められたこのメチレ ン青不染虫体の百分率は第 1
表に見られるように全例とも抗血清稀釈の低稀釈で高率
で高稀釈に向かつて階段的な低下を示し，対照との間に
著しい差が見られたまた，この SFT現象は第 1表の

被検例と対照の健血清及び人非働性正常血清との比較か
ら明らかなように， 2種の血清因子，すなわち抗体と易

熱因子 (accessoryfactor) との虫体に対する協同作用に

基づくことが分つた．

実験(2) 抗 T lewisi血清と同虫体とによる色素試

(38) 

験並びに凝塊反応

実験の材料は実験(1)のものに準ずるが，虫体と抗血

清とは下記のものを用いた

T lewisi虫体：一本実験に使用した T lewisiは，東

京都内で捕獲したドブネズミから分離した株で，ラ ッテ

の腹腔内に接種して継代したこの虫体をリ ンガー液に

約 5X 107/mlの割合に浮栢させて， その 1mlを100,..,

150gの健康ラ ッテの腹腔内に接種感染させた後 5-7

日目に心臓穿剌によつて採血して得た虫体を使用した

ラッテ抗 T.lewisi血清 （非働性）（第 14-23号抗血
清）： T lewisi虫体をリ ンガー液に約 166-2X10りmlfJ

割合に浮荷させて， その 0.2-2ml(虫体数約2xl05-4
XlOり を100-150g.の健康ラ ッテの腹腔内に接種感簗

させた後，尾端採血によ る血液中に虫体の完全な消滅を

認めてか ら7-10日後 （虫体接種後38-63日目）に心羅

穿剌により採血して血清を分離する．こ の方法でラ ッテ

10匹から10抗血清を作 り，実験に際して 56℃ 30分間加
熱により非働化して用いたなお，対照の健血清にはラ
ッテ血清を用いた．

実験の方法は実験 (1)の手技要領に従つたなお， T
lew函については凝塊反応も同時に試みた．それには非

働性とした被検抗血清をリ ンガー液で10倍に稀釈し，次

いで 6本の小試験管に 2倍階段稀釈を行なつた．各試験
管内の液量は 0.15ml とした次いで実験(1)における

と同じ操作で集めた T.lewisi虫体の リンガー浮粧液を

0.02mlあて各管に入れ， よく混和した後， ホールグラ

スに取り，室温において，直後， 30分後，60分後 90分
後に鏡検して，凝塊の起こる状況を観察した．凝塊形成

は30分ないし60分後に最高に達するので， 60分後の凝塊

形成最高稀釈倍数を凝塊価とした．対照には，稀釈に月

いたと同じリンガー液 0.15mlを入れた試験管 1本と，

1回だけではあつたがリンガー液で10倍に稀釈したラッ
テ健血清0.15mlを入れた試験管 1本とを置いた．

実験の結果， ラッテ抗 T lewisi血清と同虫体とによ
る色素試験10例には全例に実験 (1)-の結果と類似した

SFT現象が認められた すなわちメチ レン青に染まら

ない虫体と染まつた虫体とが観察され， 前者は核だけが

青染して原形質は全く青染せず，伸長して針状を呈し，

後者は核と原形質が共によく青染して，原形を保ち，両

者の間には明らかな差異が認められたこのメチレン青

不染虫体の百分率は， 第 2表に見られるように， 実験

(1)の結果ほど著明ではないが全例とも抗血清稀釈の

1: 4ないし 1:16の低稀釈で対照との間に差を示した
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第 2表 T. lewzsi感染に SFT方式を用いた色素試験10例のメチレ y青不染虫体数の百分率，

並びに各抗血清の凝塊価（実験 2)
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ほかに，数例には低稀釈から高稀釈に向かつての階段的

な低下も見られたまた，この SFT現象は，第 2表の

被検例と対照の健血清及び人非働性正常血清との比較か

ら明らかなように 2種の血清因子，すなわち抗体と 易熱

因子 (accessoryfactor) との虫体に対する協同作用に基

づくことが分かつた なお，このメチレン青不染虫体の

百分率と抗血清の免疫原として接種した虫体数との間に

相関は認められなかつた．

また，同時に試みた凝塊反応の結果は全例に対照との

差が認められたすなわちその凝塊価は第 2表に示した

通りで，また，表には示さなかったがリンガー液対照は

全例とも反応が見られず，健血清対照 1例も全 く反応が

見られなかつたなお，第 2表について凝塊価と メチレ

ン青不染直体の百分率との間には明らかな相関は認めら

れなかつた．
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(B) Trypanosoma感染に SFT方式を用いた色素

試験の特異性

実験 (3)抗 T.evansi血清と

る交叉試験

T. evansi感染マウスより得た抗血清を T.lewisiに

作用させ，色素試験が陽性に出るか否かを検討した．抗

血清は実験 (1)に述べたと同様な方法で新たに10匹のマ

ウスより採取し，第24-33号の血清としたその他，反

応に用いた材料はすべて前実験におけると同じ方法で用

意し，反応の手技も同じであるただ，前実験で対照と

T. lewisi虫体とによ

して試みた健血清及び人非働性血清を用いる実験は本

実験の目的には不必要であるので省略した，

成績は第 3表に示 した抗血清のいずれの稀釈におい

ても不染の T.lewisi虫体の数は 0-4%とい う低率で

あり，これは対照の食塩水におけると同じことである

すなわち抗 T.evansi血清と T. lewisiの間ではこの

反応は陰性であつて，類属反応は起こらないことが判明

した．

第 3表 マウス抗 T.evansi血清と T.lew泣虫体

とによる交叉試験10例のメチレソ青不染虫

体数の百分率 （実験 3)

抗

血

清

番

号

2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
 

試 験

T. lewisi虫体浮荷リソガー液

I対照

各 0.02ml

人新鮮正常血清 （働性） 各 0.08ml

マウス抗 T.evansz"血清 （非働性） 0.9 % 
（第24-33号抗血清） 各 0.1ml 食塩水
1: 4 1: 16 1: 64 1:256 1:1;024 0.1ml 

% % %. % % % 
2 0 2 0 2 2 
2 0 4 2 4・ 4 
4 2 2 0 2 4 
2 0 0 2 0 0 
0 0 2 0 2 0 
2 0 0 2 0 0 
0 0 4 0 2 0 
0 0 2 0 0 0 
0 2 2 0 2 2 
4 2 0 2 0 2 

(39) 



の濃度である．この濃度をどの程度まで減じてなお反応

が起こり得るかを検討したのが以下述べる実験である

人血清の濃度を減ずるに当たっては，その血清のl部

を別の器に移して非働化し，これをもとの，すなわち働

性血清に適当量添加して，働性血清の濃度を数階段にわ

たって低下した．すなわち第5表に見られるように，働

性血清の濃度で 100%, 75%, 50%, 25%, 0 %とな
る

この実験に用ν、た抗血清は第34号血清でラッテに t

evansi を感染せしめて採取したものであり， o その他，

反応の手技はすべて既述した通りである．この抗血清は

勿論非働性とし，これを 7本の試験管に 4倍稀釈を行な

ったミの 4倍稀釈7本の試験管列を 5列用意し，各列。

に上記の人働性血清各濃度のものを一種あて混じて反応

の成否を追求した成績は第 5表に示してある．表に見

られるように，反応陽性の虫体（メチレン青不染虫体）

数の百分率は添加された人働性血清の濃度に影響され，

その稀釈倍率 1: 4 (25%)' 終末濃度で10%になると，

不染虫体数は激減する．従って， T.evansz・に SFT現

象を起こさしめるに必要な人働性血清の終末濃度は20,..,,

30%とみなされる．一般の補体結合反応に補体として用

いられるモルモット新鮮血清は 1:10ないし 1:20の稀

釈で用いられるのが普通で、あり，その終末濃度は略3%
以下と想定される．従って， T.evansiの色素試験に必

要な人血清の最小有効濃度は，補体結合反応に必要な補

体の最小有効濃度よりかなり大きいものであることが分

った

実験（6）正常血清易熱易子の質的検討

この実験では易熱因子として人以外の動物血清を用ヤ

て反応を行ない，人血清を用いた場合と相違があるか否

かを検討した．用いた血清はマウス，モノレモット，兎

ラッテの 4種の動物のものである．抗血清としては実験

(1）に用いた第 2号及び13号の血清（非働性）を用いた．

それらを前実験と間様に4倍 7段階に稀釈し，対照とし

て2本の試験管を用意し， 1本には同じ抗血清の1:4稀

釈を入れ，これには動物の非働性血清を加え，他の対照

の1本には 0.9%食塩水を入れ，これには階段稀釈した
抗血清と同じく動物の働性血清を加えたなお，第12号

抗血清で、はマウス，モルモット，人の血、清を易熱因子と

して検し，第13号抗血清では兎，ラッテ，人の血清を易

熱因子として検した．その結果は第6表に見られるよう

にモルモット血清では人血清を用いた場合と全く同様に

SFT方式を用いた反応が陽性であり， ラッテ血清では

実験（4）抗 T.lewisz・血清と

る交叉試験

T. lewisi抗血清と T.evansiとの問で色素試験が成

立するか否かを検討した これに用いた抗血清は実験

(2）に用いた第14～23号の血清である．その他の材料は

すべて前実験に準じて用意し，反応の手技も全く同じで

ある．

成績は第 4表に示した．この実験でも不染の T.evansz・

虫体数の出現は多くの例で O～4%であり，これは食塩

水の対照を用いて行なった成績と差はない．従ってこの

場合にも類属反応は認められなかった．

T. evansi虫体とによ
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第 4表 ラッテ抗 T.lew£s£ 血清と T.evansi虫体
とによる交叉試験10例のメチレジ青不染虫

体数の百分率（実験4).

試 ｜対照
各 0.02ml

験

T. evansi虫体浮誹リシガー液

万
水
叫
一

凶
一

9
塩
k
一%
4
4
4
2
2
2
2
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2
2

ω
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「
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｜
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刈

せ
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j
w
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q
L

一

4

一回刈一
%
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4
0
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4
4
2

一
明
凶
川
一

一
伊
仏
去
一
%
4
4
0
0
2
0
2
0
4
2

）
一
清
各
1
一

性
一
血
似
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箱
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一
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町
上
一
%
0
2
2
2
0
2
4
0
0
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清
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団
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一
主
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J
J

一%
0
0
6
0
0
4
0
0
0
4

ιtn

一
Q
U
1
i

一

正
一
抗
づ
一

鮮
一
テ
↑

4
一

府
一
打
倒
ト
ト
一
%
4
2
0
2
2
2
0
8
2
2

抗

血

清

番

号

A
ご’
O
ぷ
U
門

i
只
U

Q

d

ハU
t
i
ワ
心
円

3

1
ム

1ム

1
ム

1
ム
吋
i

1
ム
ヮ
，
u
q
L
n
L
n
L

(C) Trypanosoma感染の色素試験における正常血

清易熱因子について

実験（5）正常血清易熱因子の量的検討

Toxoρlasmaにおける SFTには周知のように抗体を

もたない人新鮮血清が accessoryfactor とじて必要で、あ

る. Tryρanosomaについて行なった本実験においても

同じ意味で人血清を用いて来たが，人血清中に含まれる

この易熱因子について検討を試みた．先ず最初に，この

反応に必要な易熱因子の量を検討した実験(1）の所で

述べたようにこの人新鮮血清を反応に加えるに当たって

はこの血清4容に対し虫体浮瀞液l容を加え，この混合

液O.lmlあてを， 被検血清稀釈液O.lmlを含む各試験

管に分注した従って，各試験管の全液量は 0.2ml，そ

の中に含まれる人血清は 0.08mlでとれは 40%にあた

る．これが易熱因子として各試験管内で反応する人血清

( 40 ) 
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人新鮮正常血清（働性ー非働性）の濃度差別によるメチレン青不染虫体数の百分率の変動（実験5)

ば羹冒血清（働性ー非働性） 1 試 験 i 
第5表

対 照

T. evansi虫体浮漉リンガー液 各 0.02ml

¥
．
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）
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ラッテ抗 T.evansi血清（非働性）（第34号抗血清）
各 0.1ml
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第 6表 新鮮正常血清（働性）の動物種別によるメチレン青不染虫体数の百分率の差異（実験6)

新鮮正常

血清の動

物種別

ス
ト

ッ

ウ

モ

人
ル

マ
モ

>
_ %

2100100
：
戸
6
0
0
0
0

1

1

 

ー

兎
ツ
人

-7 テ

試 験

T. evansi虫体浮滞 1Jyガー液

新鮮lE常血清（働性）
各 0.08ml

ラッテ抗 T.evansi血清 （非働性）
各 O.lmi

1: 256 1 : 1,024 1 : 4,096 1 : 16,384 

% % % % 
6 4 4 
58 6 2 g 
98 12 4 . 0 

ラッテ抗 T.evansi血清（非働性）（第 13号抗血清） ，
各 0.1ml

1: 256 1: 1,024 1: 4,096 1: 16,384 

% % % % 
30 32 ・ 30 28 
6 10 4 2 
40 28 24 24 

1 : 4 1 : 16 
—―房――ーダ

゜30 30 
48 4 
100 100 

， 

4
 

占
冤
4
0
0
0
0

1

1

 

ー

4
 凸

2
6
2
4
4

ー

I 
各 0.02ml

I加熱新鮮正常血清1 新鮮正常血清
（非働性） 0.08ml (働性） 0.08ml 

（第12号抗血清） 0.9%食塩水

0.1ml 

対

4
 

:
%
2
 0
0

 

ー

照

>
0.9%食塩水

0.1ml 

~
房26
2
2
0

ー
%
2
0
4
2
0
 

抗血清 1:4の稀釈の場合のみやや高率に不染虫体が出

現し，陽性の結果を示しているマウス，兎の血清を用

いた場合は反応はすべて陰性であるすなわち，少なく

ともマウス，兎の血清にはこの反応を起こすに必要な易

熱因子に欠ける所があるようにみえる

(D) Trypanosoma感染に SFT 方式を用いた色素

試験の虫体像について

実験(7)メチレン青不染虫体と死虫体との比較

Trypanosoma感染の抗血清について SFT方式を応

用した場合，メチレン青に染まつた虫体と染まらない虫

体との間に生物学的にいかなる相違があるかは興味あ

る問題である. Toxoplasmaの場合にはこの反応を起こ

積（本は cytoplasm.-modifying antibodyの名で呼ばれて

V'る． これは反応によつて protoplasmに化学的な変化

が起こって染色性がなくなるという考え方によるもので

あろうここでは同じ抗血清について全く同じの 2例の

反応系列を用意し， 、37℃ 1時間おいて反応を起こさせー

た後その 1例には既述したと同じようにメチレン青溶

液を加えて，染不染の虫体の百分率を求め，他の 1列に

はメチレン青溶液を加えずに鏡検した．抗血清には実験

(1)に用いた第12号の血清を用いその稀釈の方法，対

照の置き方も実験(1)におけると同じことである

メチレン青溶液を加えずに鏡検した系列においては活

発に運動している虫体と，円形ないし長円形に変形して

動かなくなつている虫体とが見られるこの運動の停止

は不可逆であり，回復しないまた，この不動変形の虫

体では原虫特有の色調と光沢を失つているこの変化虫

体の形態は．，メチレン青溶液を加えた場合に見られる不

(41) 
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卓

第 7表 メチレユ／青不染虫体数及び死虫体数の各百分率の対比（実験 7)

試 験 対 H召

ー虫体数の百 T. evansi虫体浮瀞リシガー液 各 0.02ml

人新鮮正各常0血.0清8ml（働性） ｜人（加熱新鮮）正常血清｜｜性人新）鮮正常0血.0清8ml働公率の項別 非働性 0.08ml 各

ラッテ抗 T.evansi血各清0.〔1非m働l性） （第12号抗血清）
｜フツ（非01ア官1ー111 主l） ：食:9塩1:水il 

1: 4 1 : 16 1: 64 1:256 1 : 1 '024 1 : 4 '096 1: 16' 384 1: 4 

メチレジ数率青
% % % % % % % % % 見

不染虫体 100 94 70 64 48 32 22 14 10 10 
の百分

苑虫体数の
100 94 70 62 50 30 18 16 12 16 百分率

試

第 8表 メチレジ青不染虫体数及び死虫体数の各百分率の時間的推移（実験 8)

照

T. evansi虫体浮説りシガー液
虫体数の百分率lの

項 別

反応

時間

験｜対

各 0.02ml

各 0.08ml人新鮮正常血清（働性）

ラッテ抗 T.evansi血各清O（非働性）（第35号抗血清） 0.9%食塩水
lml 

O.lml 
1: 4 1: 16 1: 64 1: 256 1: 1,024 1: 4' 096 1: 16' 384 

~ i2 ro 1 % % 。 先 う2~ 
！よ 4 

54 64 12 2 4 4 2 6 
80 86 68 34 24 20 10 8 

ラッテ抗 T.evansi血各清o.i非m働l性） （第12号抗血清） 0.9%食塩水

0.lml 
1: 4 1: 16 1: 64 1 :256 1: 1, 024 1:4,()961:16' 384 

~ §6 ー ~ ~ i6 1 ro 1 
88 78 30 30 30 20 16 14 
100 94 70 62 50 30 18 16 

メチレユ／青不染虫

体数の百分率 ？
o
o
o
 

f
2
4
6
 

死虫体数の百分率

、10
0
O

Lヌつム
A
吐
広
U

染虫体の形態（第 1図）によく一致している．この変形

虫体と運動虫体の百分率を各試験管について求めてみる

と，それはメチレン青溶液を加えた場合に見られる不染

虫体と染虫体の百分率によく一致している（第 7表）．か

くしてこの色素試験において陽性に現われる虫体，すな

わち不染の虫体は反応の結果死亡した虫体と考えるこ

とが出来る．実際この色素試験においてはメチレン青溶

液を加えなくとも不動変形虫体の百分率を求めることに

よって反応の結果を誤りなく判定することが出来る．

実験（ 8）メチレン青不染虫体の百分率と死虫体の百

分率との時間的関係

実験（ 7）の所で述べたように Trypanosomaの色素

試験において不染虫体と死虫体が同じものであるこ主は

疑いのない所であるが，この点を更に確実にするために

それらの百分率を時間的に追求した

用いた抗血清は新たにラッテに T.evansiを感染せし

めて得た第35号の血清と，実験(1）及び（ 7）に用ャた第

12号の血清である．反応の羊技はいままでの実験と全く

同じであり，各抗血清について 7階段の稀釈を 3列用意

した第35号抗血清では反応開始後第 1列は20分，第2

列は40分，第 3列は60分にそれぞれメチレン青溶液を加

えて，不染虫体の百分率を求めた．また，第12号抗血清

ではメチレン青溶液を加えずに，同じ各時間後に不動変

形虫体の百分率を求めた（第 8表）．両方の実験で，抗血

清が異なっているので百分率の数字には隔たりがあるが

時間の経過と共に両者の百分率が増加してゆく点で、は同

じことである．これらの点も不染虫体が死虫体そのもの

であることを示していると思う．

( 42 ) 
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総括及び考察

(1) Trypanoso加a感染における色素試験の成立に

ついて

簗色虫体の観察： Trypanosomaにおける色素試験で

見られた同原虫のメチレン青染色虫体像は T.evans£ 

については第 1図に示したように，染虫体は核，原形

質が共によく青染し，不染虫体は核だけが青染して原形

質が全く青染せず（実験 1)' 同様の所見は T.lewz's£ に

ついても観察された （実験 2). また， メチレン青不染

虫体数は抗血清の濃度がうすくなるにつれて少なくなつ

た（第 1表，第 2表）．これらの所見は Toxoplasmaの

SITについての所見と現象的に酷似しており，このこと

から Trypanosomaの色素試験が Toxoplasmaの SFT

と免疫血清学的に同類のものであることが想像される

なお. T. lewis£ についてメチレン青不染虫体の百分率

は対照との差があまり著明ではないが，抗血清の 1:4

鱈でほぼ全例に対照との差が見られるので，その百分，9

率を 1:1ないし 1:2稀釈まで追求することによつて

対照との間になお明らかな差が見られると思われる（第

2表）

免疫の成立：本色素試験に用いたマウス，ラッテ抗 T.

evansi血清は， 阿部 (1958)の報告に準じて作製し，

その疑塊反応は省略したが全例とも免疫は成立している

とみなされるラッテ抗 T.lewisi血清については凝塊

反応を同時に行なつて全例共に対照との差を認めた（実

験2'第2表）ので免疫はそれぞれ成立しているとみな

される

反応因子の証明：本色素試験の成立には 3反応因子，

すなわち Trypanosoma虫体とこれに共働作用を及ぼ

す抗体，易熱因子の 2血清因子とが関与していることは

被検例と対照との比較から明らかである（第 1表第 2

表）． この易熱因子は Toxoplasmaの SFTにおける

accessory factorと同じものとみなされる

＇ 反応時間の影響：本色素試験の成立には一定の時間的

因子が関与しており， Toxoplasmaの SFTの場合（直

江， 1958) と同様に，一定温度で反応の速度と時間との

間にはその開始から完了までに平行関係がみられた（実

験 8)

特異性の有無： T. ev ansi, T. lewisi感染に SFT方

式を応用して陽性の成績を示した実験(1)と実験(2)の

虫体とそれに対応する抗血清とを交叉させた試験ではい

ずれも陰性の成績を得た（実験 3' 実験 4). 従つて本

色素試験には種属特異性の存在が認められるのであり，

言い換えればこの Trypanosomaの色素試験は真性免疫

現象に属するものであ り，免疫血清反応として成立し得

るとみなされる

抗体価： Toxoplasmaの SFT抗体価の表示基準に従

い， メチレン青不染虫体の百分率が50%以上を示す抗血

清の最高稀釈倍数を本色素試験の抗体価とすると，実験

(1)及び(2)の結果から，第 9表に示した抗体価が得ら

れ， その分布は T.lewisiでは T.evansiと比較して

総体にかなり低位であるこれは T.lewisi感染ラッテ

からの抗血清採血の時期が抗体産生量の消長の山からず

れたためか，または同感染ラッテの抗体産生能が弱いた

めか，その原因は本実験の結果からは明らかでない．ま

た， T.lewisiについて， 本色素試験の抗体価と凝塊価

との明らかな相関は認められない（第 2表及び第 9表）の

で本色素試験の抗体と凝塊反応の抗体とは別種のものと

考えられる

(2) Trypanosoma感染における色素試験の本質に

ついて

虫体像の特質：本色素試験でメチレン青を加えないで

観察した場合に見られる T.evansiの変形不動虫体は

死虫体であり，この死虫体がメチレン青溶液を加えた場

合に不染虫体として認められるものであることが両虫体

についての対比試験から分つた（実験7,実験8). 同じ

ことが T.lewisi虫体についても実験 (2)で認められ

た（その記載は省略した）．すなわち， この両種 Trypa-

nosomaのメチレン青不染虫体は反応によつて特異的に

殺された虫体である しかしこれらの死虫体の中には反

第9表 抗 T.evansi血清13例及び抗 T.lewisi血清10例の各 Trypanosoma色素試験抗体価の分布

抗体価

杭血清類別 1: <4 1: 4 1: 16 1: 64 1:25~ 1:1,024 1:4,096 1: >4,096 --
マウス抗 T.evansi血清
（第 1-10号抗血清）

ラ、、
ノテ抗 T.evansi血清

ラ、、
墨 3号抗血清）
ノテ抗 T. lewzsi血清
（第14-23号抗血清）

゜ ゜ ゜
2
 

4
 

3
 

ー

゜
゜ ゜

ー ー ー

゜ ゜ ゜8
 

2
 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

(43) 
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応と直接の関係なく死んだ少数の虫体が含まれているこ

とは当然で，このことは第 1表及び第 2表の対照試験で，

抗体を含まない健常動物血清を被検液とした場合にも少

数の不染虫体が見られることから明らかである特異的

免疫反応により死亡した虫体と，それ以外の原因で死亡

した上記対照試験管中の不染虫体とでは形態学的な相違

は見られない

Trypanosomaに見られるこの SFT現象は結局する

：所，抗体と人血清中に存在する易熱因子の協同作用によ

り Trypanosomaが殺され，その原形質に変化を生じ，

色素に染まらなくなったものであるしかし一方ではこ

のような特異抗体の作用によらなくとも，死虫体では同

じような形態上の変化や染色性を失う現象が見られるこ

とは注意すべきである．すなわち， T.evansiを感染さ

せたマウスが死んで一定時間を経て，心臓から採つた死

虫体でも，あるいは感染マウスが未だ死なぬうちにその

心臓から採つた生虫体を加熱して殺した虫体でも，その

形態は上記の抗体作用により死んだ虫体と区別されな

いまた，人血清とメチレン青を加えて見てもこれら死

虫体は不染のままで残つていて，その状況は本色素試験

陽性の時に見られる所と酷似している

反応に必要な人正常血清中の易熱因子：本色素試験で

. accessory factor様の作用をする人血清中の易熱因子の

本態は不明であるが，この目的に用いられれる人血清の

最小有効濃度は約3oroである（実験5). 補体結合反応に

補体として用いられるモJレモット血清の終末濃度は通常

3%以下であり，最小有効終末濃度はこれより更に低い

と考えられる従つて，人とモルモットでその血清の補

体作用の強さに違いのあることを考慮しても，本色素試

験でいう易熱因子と，補体結合反応における補体とは量

的に著しい差を示すもので，両者は同じものとは考えら

れない 直江 (1958) は Toxoplasmaの SFTを行な

うにあたつて， accessoryfactorの濃度を色々変化させ，

それにつれて抗体価がどのように変化するかを調べた．

それによると accessoryfactorの終末濃度を20%にする

と抗体価は著しく低下し，そのことから accessoryfactor 

9の最小有効終末濃度は 35-40%とした. Trypanosoma 

を用いた本色素試験でも， accessory factorに相当する

人血清の終末濃度を10%まで下げると抗体価は著しく低

下する（第 5表）．その最小有効終末濃度は前述したよう

に略30%とみられ， Toxoplasmaの SFTで直江が述べ

た 35-40%というのとほぼ一致している

本色素試験に関与する正常血清は Trypanosomaの場

(44) 

合にならつて人血清を用いたのでるあが，これを他の動

物の血清で置きかえた試験も行なった（実験6). モルモ

ット血清では反応は人血清を用いた時とほぼ同様に起こ

り，ラッテ血清ではわずかに起こり，兎血清マウス血

清では反応は陰性となった. Sabin & Feldman (1948) 

によると Toxoplasmaの SFTにおいて， accessory 

factorは補体とは異なるもので，この因子は人血清に低

濃度に，モルモットには更に少なく，マウス血清には全

く存在しないという． このことは上の事実にほぼ一致し

ているので，本色素試験における正常血清中の易熱因子

は To.xoplasma の SFTにおける accessory・factorと

同じものであると思われる． しかし一方では Sabin& 

Feldmanは，モルモット，兎，ラッテ等の血清はそれ自

身 m。.xoplasmaをメチレン青溶液に対して不染性にす

る作用があるので， これらの血清は accesoryfactorと

しては用いられないどしている. Trypanosomaの場合

にはこのような作用はこれらの血清に見られなかつた

このことは虫体の側の特性に基づくものであって，反応

ないし因子の本質的な差異によるものではないのであろ

う．

本色素試験の正常血清として兎血清， ラッテ血清を

用いた場合に反応が充分に起こらないことは上に述べ

たこれらの血清中には溶血反応等を起こすに必要な補

体は充分に含まれており， しかもラッテ血清を用いたも

のでは抗血清も同じくラッデ血清であるから補体の勧き

を抑制する作用が起こることは考えられない．従つてこ

れらの血清を用いた場合に補体の作用は充分に保たれて

いるわけであるそれにもかかわらず反応が充分に起こ

らないのは，本色素試験における正常血清中の易熱因子

が，溶血反応等における補体とは異なつたものであるた

めと考えら枕る． このことはこの易熱因子が，量的にみ

て補体結合反応における補体と同じものではないという

上述の考えを質的な面から裏書きしている．

SFTにおける虫体像と accessoryfactorの本態：To-

xoplasmaにおける SFTにおいて， 色素に染まらない

虫体は死んだ虫体であることを Sabin& Feldman (1948) 

は記載している． こ点を確認するために RH株の To-

xoplasma虫体を用いて SFTを行ない， メチレン青蓋

液を作用する前に虫体を鏡検し，形態学的に生死の判別

を行なつてみると，死虫体が，色素を作用した場合に不

染性であることをほぼ認めることが出来た．この関係は

Trypanosomaにおいても認められる所である. Try-

panosomaでは死虫体は変形がはなはだしいので，、色素



を作用させなくとも生死の判別は容易であり，この意味

では Trypanosomaの色素試験では必ずしも色素を必要

としない これに反して Toxoplasmaでは生死の判別

は形態からだけでは容易でない場合もあつて，色素によ

環色を必要とするものである

SFTの・accessoryfactorの本態は Gronroos (1955) 

によれば properdinと補体成分の C2',C3', C/ とから

なる共働因子であるとみなされるこの点は補体結合反

応，溶血反応等において， 補体成分の Ci',C2', C3', 

心の 4節が反応に関与している所と趣を異にするもの

である．すなわち， 前者の accessoryfactorの proper-

dinは後者の補体の Ci'に相当するわけである色素試

験以外で補体を必要とする種々なる免疫反応における補

体の作用は， Ci'が主たる働きをなし， C2',C3', C/は

副作用的な役割にあることを守山は述べているが，その

考えからすれば properdinは accessoryfactorの主作用

因子ということが出来るであろう

Toxoplasmaの SFTにおいて抗体と accessoryfactor 

との作用により虫体は殺され，染色性を失うのであるが

箪 n& Feldmanによると， Toxoplasmaの原形質は

酸性であり，これが抗体と accessoryfactorの作用を受

けると，その acidgroopが変化を受け， アルカリ性）

チレン青に染まらなくなるというすなわち，虫体の原

形質に変化を生じて不染性になるというのである. Try-

Panosomaにおいてもおそらくこれと相似た変化が，抗

体と人血清中の易熱因子とによつてひき起こされるもの
であろう

Trypanosomaの色素試験に用いられる人新鮮血清が

Toxoplasmaの SFTにおける accessoryfactorと同じ

役目，作用を果たしているものか，あるいは補体結合反応

や制動反応における補体としての役目を果たしているも

のがは Trypanosoma色素試験の本態を決めるに重要

な問題である．補体結合反応における補体の必要終末濃

度は 3%以下であると考えられる制動反応の場合は人

によつて用いた補体の量は異なるが，やはり 10%あるい

はそれ以下で充分に作用している. Trypanosoma色素

試験においてはしかし終末濃度10%では反応の起こりか

たがはなはだしく低下している（第 5表）． このような点

から考えて，本色素試験に用いられる人血清はおそらく

単に補体としてのみ作用するものでなく，それに含まれ

ている properdinも関与するものであり，人血清をiO%
にも減ずると properdinの量が減少するために反応が低

下するものと考えられる．
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同じような推側を数種動物血清を用いた実験(6) (第

6表）にあてはめて考えると，この Trypanosoma色素

試験の本態を理解するのに役立つように思われる.Pille-

mer et al. (1954) によるとここに用いた数種動物の血

清中の properdinの量はラッテが最高でマウスがそれに

次ぎ，人，兎は中間でモルモットが最低であるという．

実験(6)で，モルモット血清で反応が陽性に出ている所

、をみれば，以上の動物の血清いずれにおいても properdin

の量は充分であると思われるしかるにマウス血清で陰

性というのは補作成分が欠けている(Brown,1943 ; Rice 

& Crowson 1950) ためと考えられるラッテ， 兎では

補体成分がそろつている (Hegedus& Greiner, 1938 ;' 

Rice & Crowson, 1950) ので， properdinも充分存在す

るところから，何故に本色素試験が陽性に出ないのか分

からない何か本試験を抑制する因子が存在するのか，

あるいは不明な必要成分が不足しているのかも知れな
vヽ

原虫の溶解反応との比較： Trypanosomaはその抗血

清と補体との作用で溶解されるという現象が報告されて

いるすなわち，古川 (1928) は T.gambienseに兎，

モルモット，マウスの各抗血清を作用させて，虫体が空

胞形成形態変化を経て溶解死滅するまでの経過を観察

している しかしこの変化は本素色試験に見た Trypa-

nosomaの変化とは形態的には著しく異なるものであ

る この相違は Trypanosomaの種類が異なることに

よる質的差異か，あるいは宿主動物の抗体産生能や，実

験に際しての抗血清稀釈度，反応時間が異なることに基

づく量的な差異か分らないまた，補体についても古川

は Ci',C2', Ca'の3節によるものと述べているが，こ

の因子が properdinと C2',Ca', C/である可能性につ

いても検討の余地があると思う． この溶解反応と本色素

試験とは現象的には相違するが，方式的には共通性があ

りそうで，両反応の間には多少の関連性があると思われ

る．

Taliaferro (1932) は T. lewisiについてラッテ抗血

清を用いて溶解反応を観察したその際の虫体の変化は

明瞭な記述がないので本色素試験の場合と比較すること

が出来ない補体としては新鮮モルモット血清の1:20,

すなわち 5%稀釈が用いられているので，本色素試験に

おける accessoryfactor様の因子と異なり，補体そのも

のである可能性が強い．抗体は本色素試験と同じかどう

かは分からない．すなわち， Taliaferroの行なった溶解

反応と本色素試験とは現象的に，言い換えれば虫体像の

(45) 
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変化における差異があるかないか不明であるが，方式的

には相違するので，両者の関連性は少ないと思われる．，

登倉 (1935) は Trichomonashominis, T. tenax, 

T. vaginalisに兎の抗血清を作用させて溶解反応を観察

したこの反応では虫体の運動減退，運動停止，溶解の

3型が見られている補体としては新鮮モルモット血清

の 1:10稀釈が用いられている Robertson (1934)は

Bodo caudatusの溶解反応で補体として新鮮モルモッ ト

血清を 1: 10に稀釈して用いている その終末濃度は

l': 80すなわち 1.25%となつている. Menendez (1942) 

は Entamoebahi'stolyticaに兎の抗血清を作用させて溶

解反応を試み，虫体は変形，運動停止，溶解等の起こる

ことを報告した 補体としては新鮮モルモット血清の

1: 1-1: 10の稀釈を用いている以上3人の報告した溶

解反応では虫体の形態的変化が本色素試験とは異なつて

おり，モルモット血清も補体そのものとして作用してい

る可能性が強い要するにこれ らの溶解反応は現象的方
式的にもにも本色素試験とは異なつているものである．

補体の関与する制軌反応との比較： Trypanosomaに

おけるこの色素試験と，従来報告されている補体の関与

する制動反応 (immobilizationtest) との最も大きい違

いは色素試験ではメチレン青を用いて結果を判定するこ

とである しかし前述したようにこの色素は反応の本質

には何ら関係のないものであり， 色素を用いなくとも

Trypa,_nosomaでは反応の結果を判定出来るものであ

る従つて両反応は現象的にかなり似ている所がある

馬場 (1957) は Trichomonasvaginali's, T. foetus, T. 

gallinaeで，新鮮モルモット血清 1:50稀釈を補体とし

制動反応を行なったこの反応で虫体は不動化ないし死

ぬる像が認められた松井• 富川 (1953) は Trepone-

ma pallidumについて， 新鮮モルモット血清の 1:4.5 

稀釈を補体として制動反応を試みている．同じ試験を行

なうにあたつて Nelsonは 1':10稀釈， Magnussonは

1: 18稀釈のモルモット血清を用いている以上の Trふ
chomonasや Treponemaについての試験ではモルモ ッ

卜血清は補沐そのものとして用いられ，作用しているも

のとみなされるのであり，本色素試験で accessoryfactor 
様物質としてそれが用いられているのとは意味が異なつ

ている従つて制動反応と本色素試験とは現象的には似

た所があつても，その本質において関連性が少ないもの
である．

(3) SFT方式の適用範囲について

Trypanosomaと Toxoplasmaとの類似性： T. evan-

si及び T.lewisiについて色素試験がそれぞれ適用され

得ることが分かり， Trypanosomaのこの両種以外の虫

種については末検討であるがその適用可能の公算は大き

いと思われる. Trypanosoma と Toxoplasmaとは，

Westphal (1954) の説のように形態学的にみて分類学上

近縁関係にあるとする考えもあるので，この両種原虫双

方に SFT方式が成立することは免疫血清学的に興味が

深V'.

’適用範囲の追究： SFT方式の適用範囲を追究する且

的で， Trichomonas gallinae, T vaginalisについて

予備的な実験を試みた結果，人新鮮正常血清に浮餅させ

たこれらの生活虫体はアルカリ性メチレン青 (pH11) 

にあまりよく青染しないばかりでなく，青染するまでに

かなりの時間を要する不便がある。特に虫体の活力が強

いもの程その傾向が著しいまた，この生活虫体を働性

の人正常血清に浮席させると比較的すみやかに虫体の変

形か ら不軌ないし死に至る現象が観察される 馬場
(1957)も T gallinae, T vaginalis等の虫体に人，

モルモ ッ ト，兎の各働性正常血清を各種濃度で作用させ

運動阻止，虫体溶解の起こることを報告しているまた

私は Balantidiumcqliについて同様の予備的な実験を

試みた結果，その生活虫体はメチレン青にきわめてよく

青染するが，この虫体を働性の人正常血清に浮僭させる

と比較的すみやかに虫体の運動停止から溶解死滅に至る

現象が起こることを知つた. SFT方式は前述の考察か

ら明らかなように，生きた原虫が抗血清と人新鮮正常血

清 (accessoryfactor) との協同作用によつて殺された結

果を メチレン青染色により判別する反応方式であるが，

Trichomonasや Balantidi'umは非特異的に人新鮮正常

血清の単独作用によつて比較的すみやかに殺されること

が分がったのでこれらの原虫に SFT方式を応用するこ

とは出来ないなお，この 2種の原虫について，人新鮮

正常血清を一定度に稀釈すればその非特異的殺滅作用は

なくなるが同時にその accesoryfactorとしての作用も

なくなるので，そのような手段を SFT方式としてこれ

らの原虫に用いることも出来ない

人新鮮正常血清の殺原虫作用；人新鮮正常血清の，原

虫に対する上述のごとき非特異的作用に関しては，諸種

勤物の新鮮正常血清のそれをも含めて多くの報告が見ら

れるその作用は血清中に存在する正常抗体と補体との

協力に基づくと考えられている近年， Pillemeret al 

(1954) は properdinなる物質が自然免疫の因子として
血清中に存在することを発見したこの properdinは正

(46) 



営抗体と同様に補体と協同して非特異的殺菌， ヴィール

ス中和，溶血作用を現わすという． 一方， properdinは

その性状が正常抗体と類似した点があるところから，最

近Nelson(1958) はこの両因子を同じ物質とみなす仮

説を発表した しかしながら両因子の性状の間には一致

しない点もあるので，両因子が果たして同じ物質である

かは疑わしい

原虫に対する， 新鮮正常血清の invitroの作用が，

正常抗体と補体の協力によるものか， properdinと補体

の協力によるものか，あるいはまた，原虫の種類によつ

てこの両者のいずれかに規定せられているものか，この

点未だ明らかでないその解明は今後に残された興味あ

る課題である．

適用範囲の推察：原虫について SFT方式の滴用に不

可欠の制約条件は，第一にその生活虫体がメチレン青に

よく染まる虫種であること，第二に上述の人新鮮正常血

清の殺原虫作用についての考察から明らかなようにその，

生活虫体が同血清で障害を受けないものでなければなら

ないこのような原虫としては血液や組織に寄生するも

のが考えられ，消化管や腟に寄生する種類はこの条件に

あてはまらないもののように思われる．

結論

Toxopfasmaに独得な現象とみなされている SET現

象が， Toxoplasma以外の原虫についても見られるか否

かを検討するために， T.evansi, T. lewi'si感染でそれ

ぞれの虫体を抗原として SFT方式を試みたその結果

は次のごとく要約される．

(1) T. evansi, T. lewisi感染に SFT方式を応用

した色素試験は，それぞれ陽性に出るので，免疫血清反

応として成立することが出来る． この Trypanosomaに

おける色素試験と Toxoplasmaの SFTとは免疫血清

学的に同じ種類の反応に属するものと推定される．

(2) T. evansz"と T.lewisiについての交叉試験に

よつては SFT現象は起こらない 従つて Trypano-

soma色素試験には種属特異性の存在が認められれる

(3) Trypanosoma色素試験の accessoryfactor と

して，人新鮮正常血清（働性）の代りに他の動物の新鮮

正常血清（働性）を用いると，その血清の動物種によつて

SFT現象が見られるものと見られないものとがある．

(4) Trypanosoma色節試験における SFT 現象の

本質は，虫体が抗体と accessoryfactor との協同作用に

よつて特異的に殺されて，その原形質に変性が起こるこ

とに基づく 色素親和性の変化であるとみなされる．すな

(47) 
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わち，この殺された虫体はメチレン青に不染性で，生鮮

のままでの形態観察によつても判別が可能であるなお

この結論は Toxoplasmaにおける SFTのメチレン青不

染現象の本質とも共通するとみなされ，これについて考

察した

(5) Trypanosoma色素試験と，原虫における溶解

反応及び原虫，スピロヘータにおける補体の関与する制

動反応との間には，一部に若干の共通性があると思われ

るが本質的な関連性は認められない

(6) SFT・方式の適用範囲は， 原虫の中で少なくと

もその生活虫体がメチレン青によく染まる虫種で，しか

も血液ないし組織寄生性の種類に限られると推察され

る．
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授並びに浅見敬三助教授に深く感謝する．
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DYE TEST AFTER SABIN-FELDMAN'S PRINCIPLE 

IN TRYPANOSOMA INFECTION 

SHIKO FUJIOKIA 

(Department of Parasitology, School of medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 

Sabin-Feldman's dye test is an immune reaction taking place between living Toxoplasma and 

1:he antiserum. It is a matter of importance whether the _same reaction would occur between some 

,-0ther kind of parasite and its antiserum. In the present study, dye tests were performed with 

Trypanosomes and their antiserum. T. evansi and T. lewisi were used in the experiment. 

Altogether 10 mouse-antisera for T evansi and 3 rat-antisera for T. lewi'si were test~d. In 

the tests with T evansi, the percentages of unstained Trypanosomes were mostly 70-100% in the 

dilutions from 1 : 4 to 1.: 256 and decreased in higher dilutions, ・giving almost the same titer as 

the controls in 1 : 4,096 dilution. Rat-antisera also gave positive results (50 % or more unstained 

Trypanosomes) in the dilutions of 1 : 64 or 1 : 256. Thus it was elucidated that the same immuh-

ological reaction occurred between Trypanosomes and its antiserum as between Toxoplasma and 

: -its antiserum. 

The same experiment was carried out with T. lewisi and its antiserum. The results were 

・positive in these cases, too, though the titers were lower than in T. ・evansi infection, being mostly 

1 : 16 or 1 : 64. Agglom~ration test with the same sera were carried out and was positive at the 

,dilutions from 1 : 40 to 1 : 160. The agglomeration titer, however, had no correlation with dye 

・・test titer. 

The cross tests were carried out with T. evansi and T. lewisi: dye tests were performed 

with T. lewisi and evansi-antiserum or with T. evansi and lewisi-antiserum. Results were all 

n切gativeand high specificity of the test was substantiated. 

The necessary concentration of accessory factor in the reaction system was estimated by 

・serial dilution. It must be contained in amount of at least 30% of the total volume~f one tube. 

Among animal sera which were・tested as accessory factor in the dye tests, only guinea pig sera 

gave positive results, rat sera gave only a iow titer and sera of rabbit and mice gave negative 

results. 

The unstained・Trypanosomes in the dye test changed their shape, becomming more rounded 

, or curved while the stained・one keep their original slender form. These changes in shape occurred 

before the addition of methylenblue solution, and the percentages of these degenerated Trypanosomes 

・well coincided with the unstained ones after the dye was added. The percentages of both unstained 

.and degenerated Trypanosomes increase~in the similar rate with lapse of time when they were 

、-examined20, 40 and 60 minutes after the incubation. These findings indicated that only the 

~degenerated Trypanosomes remained unsta'ined in the dye test. 

(49) 
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